
伊賀市　事務事業評価シート 一般事務

コード 名               称 コード 名            称

事業名 363.2 養護老人ホーム入所調査業務等（上野支所）
会計 01 一般会計
款 03 民生費

基本施策 6 高齢者の健やかな生活を支える 項 02 老人福祉費
目 01 老人福祉総務費

担当部課名 健康福祉部高齢障害課 細目 103 老人施設福祉事業
作成者氏名 榊　光裕 連絡先 22-9657 細々目 01 老人福祉施設措置費

事業の計画・内容

事
業
の
目
的

対象等（何を、誰を） 成果（どうなるのか）
要援護高齢者等
養護老人ホーム入所者

養護老人ホームへ入所することにより、安心した生活を送れることができる
養護老人ホームへ入所している人の現状を調査し、必要に応じて社会復帰
を促す

本
年
度
事
業
内
容

養護老人ホームの入退所希望者が出た場合、調書等を作成し、判定委員会のための基礎資料を作る。
年１回程度施設へ訪問し、個々に面接を行い、状況の把握を行う。
養護老人ホーム入所が退所（死亡を含む）した場合、遺留品の受け取り等の引渡し等に立ち会う。

根拠法令・要綱等 老人福祉法

投入資源 事業実績
H17 H18（予算） H19（予算）

活動指標 単位
実績値 目標値

①投入人員 正規職員     （人） 0.1 0.1 0.1 H17 H18 H19

養護老人ホーム入所者数
（偕楽荘、恒風寮を含む）

人 106 110 110

人件費合計（A） 720 720 720

②支出内訳 事業費（B) 0 0 0

（千円）

合計（A+B) 720 720 720

③財源内訳 特定財源 国県支出金

（千円） 地方債
受益者負担
その他特財

一般財源 720 720 720

上記①～③に関する特記事項

情勢の変化及び事業の改善点等
・年１回の面接調査のほか、必要に応じて施設生活のアドバイス等を複数回実施。
・なじみの関係が必要な人が多いため、支所担当者による対応を基本としている。
・高齢者を取り巻く環境も大きく変化しており、今後も入所希望者に対する支援は必要である。

評
価

達成度 4
市内の在宅要援護老人者で入所を希望する者の的確な把握を行うとともに、入所者に対する入所後の支援等も引き続き
行うように努める。

効率性 3


	316②

